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自然や子どもと関わる人 

 自然を昔に戻す会の活動の一つに、日陰対策で針葉
樹の森を伐り、自分たちで育てたコナラなどの苗木を
植える、というものがあります。また、植えるだけで
はなく苗木が育つまで下刈りなどの整備も行っていま
す。 
 そしてもう一つ。全国的に里山で問題になっている
竹を利用して、竹炭や竹酢液を作り続けています。 

 地域と協働で進める森づくりでは、地域の
方はもちろん市内外から集まったサポートレ
ンジャーの力も強力です。また、森の子コレ
ンジャーを卒業した中学生がサポートレン
ジャーとなって輪に加わり、一層にぎやかに
なりました。 

 市内小学校教員の理科部の先生方が行う研修の講師として、
レンジャーが調査から見えてきた自然、保全活動などを紹介
しました。レンジャー活動で得た経験や環境教育が、学校教
育を通してあきる野市の子ども達に伝わることを願っていま
す。 
 また、東京都山岳連盟自然保護委員会や保育士から依頼を
受け「視点が変わる、自然を深く知る」研修を通して自分に
できることを共に考える場を作っています。 

 森の子コレンジャーの活動は今年で４年目。今年は、
コレンジャーが先生となって、人に伝える場面も増えて
きました。私たちレンジャーの次世代が着実に育ってい
ます。（写真１ 新宿の子どもたちに“木”を伝える） 
 ３期コレンジャーと取り組む「アニマルサンクチュア
リ（野生動物との共存を目指す）」の森づくり。同窓会
で集まって、植えた木が育つまで下刈り整備を続けて面
倒を見ていこうね！楽しみだね（＾◇＾）（写真２） 
 市内小学校自然体験学習も今年で３年目となりました。
多くの子どもたちに「自分たちが生まれ育った市の自
然」を紹介し、現状を伝えています。あきる野市の自然
にとってこうした種まきが大きな芽となる未来を信じて
います。（図１ 体験学習を終えて子どもたちの感想）   
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